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デマンド型交通の導入検討の進捗状況について 

 

１ 部会の設置 

  現在の公共交通の利用状況を踏まえ、デマンド型交通の導入の可能性や導入

する場合における運行形態などについて検討するため、三木市地域公共交通検

討協議会の下部組織として、「三木市デマンド型交通検討部会」を設置。 

 

２ 部会の組織 

 

３ 部会の開催状況 

部会 開催日 会議内容 

第１回 平成２９年９月５日 

・デマンド型交通の運行形態について 

内容を整理し、導入先進地事例の紹介

や導入検討の方向性を協議 

第２回 平成２９年１２月２８日 

・アンケートの調査結果について報告

し、導入に当たっての検討項目の内容

を協議 

第３回 平成３０年３月３０日 

・導入検討方針、導入に当たっての検 

討項目及び導入検討における留意点

を協議 

 

４ 部会における協議内容 

 (1) デマンド型交通の導入検討方針の策定 

デマンド型交通の導入検討に当たっては、鉄道や路線バス、タクシーな

どの他の交通手段と合わせた地域公共交通網を構築する必要があることを

踏まえ、導入検討方針を次のとおり定めた。 
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方針１：市内の各公共交通が果たす役割を整理した上で、デマンド型交通の位

置付けを明確にする（図１及び図２参照）。 

 方針２：デマンド型交通の導入検討に当たっては、「４つの着眼点」を基に行

う（図３参照）。 

 

 

図１ 各公共交通の機能・役割分担 

公共交通 機能・役割分担 
運行路線 

（例） 

鉄道 

（基幹交通） 

市内移動のほか、市外への移動など広域的な

役割を担い、駅においてはバス路線との交通

結節点としての役割を担う。 

神戸電鉄粟生線 

路
線
バ
ス
等 

路線バス 

（広域路線） 市外への移動など広域的な役割を担う。 

三宮、明石、三田、

厄神及び西脇方

面等へのバス 

路線バス 

（市内完結 

路線） 

市内を定時定路線で運行し、主に市内各地域

の施設や駅、バス停等への移動を担う。 

青山５丁目ルー

ト、朝日ヶ丘ルー

ト等 

地域ふれあいバス 定時定路線の運行ほど需要が見込めず、また、

交通空白地などの地域を対象に、ニーズに応

じた運行を担う。 

 

デマンド型交通 

タクシー 
個人のニーズ（目的地、時間帯）に応じた移

動を担う。 
 

・スクールバス 

・病院送迎バス 

・企業送迎バス等 

特定の目的に限定した移動を担う。  

 

図２ デマンド型交通の位置付け 

 

     ※「 

 

 

 

 

       ③財政的制約 

        

 

 

【デマンド型交通の主たる 

ターゲット（利用者及び目的）】 

高齢者等の通院、買い物利用 

【市内間を運行する一部の路線バス】 

 

利用実態により即した見直しの必要性 

【デマンド型交通の位置付け】 

「既存の路線バスを補完又は代替し、主として高齢者等の移動ニーズに即し

た新たな交通手段」 
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図３ デマンド型交通の導入検討地域の選定に当たっての検討項目及びその考え方 

着眼点 検討項目 検討の考え方 

１ 地域の移動需要
特性 

①市民の移動ニーズ 

アンケート調査の地域別のデマ
ンド型交通に対する利用意向が
高い地域を、導入に適した地域
とする。 

２ 地域構造 
②人口及び居住地の分布
状況 

人口密度が低く、人口の分布が
比較的分散している地域を、導
入に適した地域とする。 

３ 財政的制約 ③財政負担軽減の可能性 

利用者数１人当たりの補助金額
が大きい路線バスをデマンド型
交通に代替することにより、財
政負担の軽減につながる可能性
がある地域を、導入に適した地
域とする。 

４ 既存の公共交通
に与える影響及び
交通事業の持続可
能性 

④既存の路線バスとの 

関係性 

公共交通の人口カバー率が低
く、既存の路線バスとの関係性
が低い地域を、導入に適した地
域とする。 

⑤地域ふれあいバスの 
運行の有無 

地域ふれあいバスが運行してい
ない地域を、導入に適した地域
とする。 

 

(2) デマンド型交通の導入検討における留意点 

デマンド型交通の導入に当たっては、次に掲げる３点に留意する。 

 

留意点１：地域ふれあいバスの運行地域についてもデマンド型交通の導入検討

対象に含める。 

 留意点２：デマンド型交通の導入に当たっては、地域主導の下で、市及び交通

事業を行う者と協働して取り組む。 

 留意点３：デマンド型交通の導入に当たっては、一定の期間を定め事前に試験

運行し、運行方法を検証する。 

   


